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企業・事業所の概要 旭化成 と旭化成ファインケム
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旭化成

ヘルスケアマテリアル事業部
旭化成ファインケム
・大阪開発センター

ファイケムは旭化成グループの
マテリアル領域に属する関係

会社であり、
大阪開発センターはファイン

ケムの1事業所



旭化成ファンケム 大阪開発センター
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●：スタッフ･営業拠点
●：製造･開発拠点

大阪開発センター

大阪（本社）

延岡製造所
延岡医薬工場
品証、設技他

東京

旭化成ファインケム
企画管理部
事業本部
環境安全部
大阪開発センター
延岡製造所
延岡医薬工場
品質保証部
設備技術部

大阪開発センターは、ファインケムの中で製造と開発部門を併せ持つ唯一の拠点であり、
高度なRC/C基盤に支えられた生産技術開発を通じて、新規事業創出に貢献している。



旭化成ファインケムの製品群
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医薬原薬(API)及び添加剤

止血剤、抗がん剤等の医薬品の
原薬及び添加剤の製造、販売。
［延岡］

HPC受託
抗がん剤等の高活性原薬の
製造受託。国内トップレベルの
封じ込め(曝露管理)技術が強
み。［延岡］

自社開発スルホン酸モノマー他の
製造・販売。旭化成G内外の受
託製造。［延岡、大阪］

機能化学品

CL原料

1M,2W/1D装用ソフトコンタク
トレンズ用の中間ポリマーの製
造受託。［延岡］

香粧品

アミノ酸系界面活性剤で、起
泡力に優れたグレード等、特色
ある製品ラインアップを有する。

会社設立：1960年12月
資本金 ：3億2,500万円
従業員数：250名
事業所 ：本社（大阪市梅田）、東京事務所（日比谷）

延岡製造所、延岡医薬工場（愛宕柵内）
大阪開発センター（大阪市西淀川区）

※［ ］内は製造拠点



基本方針・理念・スローガン（集約）
旭化成グループ方針から、大阪開発センターのRC活動方針へ

グループ理念を起点に、AFCの労働安全衛生方針と大阪開発センターの全員参加活動へ落とし込みます。

01
旭化成グループ
「いのち」と「くらし」に貢献する理念のもと、健康・保安防災・労働安全衛生・
品質保証・環境保全を重視。

02
旭化成ファインケム
事業活動を通じて社会へ貢献し、労働災害・産業事故の防止と健康の保
持増進を図る。

03
大阪開発センター
知識を習得・活用し、全員参加で事故・トラブル0を目指す。

大阪開発センター
レスポンシブルケア活動方針

事故トラブル0

全員参加

知識の習得と活用

方針を「現場で実行する行動」へ
安全活動は一部門の取り組みではなく、管理者・
作業者が同じ目標を共有して継続する活動。

安全活動の基本：理念・方針を、年／月／日／秒の活動と変化対応に具体化し、事故・トラブル0へつなげる。
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1

300

29

全体に起こしてはい
けない超高リスク

高リスク

ヒヤリハット

STEP:2 超高リスクの排除
事例、作業分析、変更から超高リスクを
見つけ出し、恒久対策により排除。

300‐β

29‐α 1

300

29

STEP:3 リスク抽出、摘み取り
によるリスク件数の縮小

潜在リスクの縮小化、リスクレベ
ルの再設定

●事例からの頂き ●作業標準による安全作り込み ●設備改善
●システム変更 ●AK-WAY（HHK提案） ●人財育成 ●DX

STEP1: リスクの認識
リスクは潜在する！慢心しない。

大阪開発センター 安全基本方針・理念
リスクは常に潜在しているものと認識し、正しいリスク評価を通じて超高・高リスクを特定し、恒久対策により確実
に排除する。この取り組みを愚直に繰り返すことが、安全の基本である。

安全活動の
繰り返し

顕在リスク

潜在リスク



旭化成ファインケム 大阪開発センター 安全活動

7

時間軸：計画から実行へ 具体化、実行、結果の反映 （PDCAの遂行）

年 秒日月

機会：変化をとらえて適正化
変更管理（人・条件・設備） 非定常管理 法規制対応

P:計画 D:実行

全員参加・全方位（時間軸×機会）の安全活動

C・A

有事への対応 トラブルへの対応

Nextステージ DX



安全活動 時間軸 年・月（統合案）
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時間軸：計画から実行へ 具体化、実行、結果の反映 （PDCAの遂行）

年次方針を月次会議体で具体化し、進捗・課題・現場情報をフィードバックする流れに集約。

年：方針・計画化 月：推進・共有・具体化

1 AFC全社目標の策定
品質・環境・保安防災・労働安全衛生・健康管理の
目標を確認

2 センター長方針の策定
大阪開発センターの重点課題へ落とし込み

3 RC計画の策定
前年結果を踏まえ、RC実施計画・管理表へ展開

月へ
落し込み

環安担当者会議 全社情報・法改訂・調査指示
・トピックスを確認

地区安全衛生委員会 年間計画、労使検討、各課
推進状況を確認

職場会（全員参加） 指示事項・災害情報・生産計
画を共有し質疑

管理者視点と現場目線をつなぎ、計画を実行可能な活動にする。



安全活動 時間軸 日（統合案）
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時間軸：計画から実行へ 具体化、実行、結果の反映 （PDCAの遂行）

毎日の活動を、作業前にリスク・干渉・健康状態を確認する全員参加の仕組みとして集約。

日々の支え
作業前ミーティングの実践

朝のMMで、当日の作業・KY・健康状態を全員で共有

作業前に確認する3つの活動

1 金魚鉢方式MM
全員参加で対話し、ノンテクニカルスキルを醸成

2 安全基本行動の唱和
輪番で基本動作を確認し、基本行動の定着を図る

3 本日の作業内容とKY紹介
工程・用役・作業干渉・KYポイントを共有

安全行動を支える資料

AFCスピリット 基本動作マニュアル

確認ポイント 作業干渉
同時作業の重なり

用役共有
設備・用役の競合

KY視点
リスクの見立て

健康状態
声・行動の変化



安全活動 時間軸 秒 具体的行動
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作業標準による安全作り込み
①作業を1行動ごとに分割 → ②各行動における設備、原料、条件をベースにリスク（引火爆発、環境異常、労働安
全）を明確化 → ③決めた行動（作業標準の遵守）によりおのずと安全が保たれるシステムを構築

操作内容
リスクアセス該当チェック
引火爆発2要素除去チェック

使用設備

使用原料
引火点、支燃物、着火源、流速チェック

製造条件

リスクアセス

各書式への出力ボタン（基準書様式、RA、HAZOP、Know-Why、2要素除去、他）

時間軸：計画から実行へ 具体化、実行、結果の反映 （PDCAの遂行）
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安全活動 時間軸 秒 人財育成
個人名 個人名 個人名 個人名 個人名 個別教育により現場力の向上を図り、各スキ

ルの習得状況を把握した上で、計画的なスキ
ル向上を進めている。

 教育項目は
・共通 ・品目別 に大別され、

 共通項目は
・生産管理（操作基準書、生産計画、変更
管理、非定常計画、他）
・原料物性（SDS、取扱資格）
・設備管理（点検、構造理解、他）
・保安防災（2要素除去、GHS、他）
等を実施

 評価方法は、半期ごとに 自己評価、インス
トラクター評価し、係長、課長が承認する。

評価レベル
０：未経験
１：教育期間中（座学、手伝い程度）
２：一部で単独実施（3以上の経験者付きで実施可能）
３：すべて単独実施できる
４：他社への指導が出来る（異常対応、作業改善） 

時間軸：計画から実行へ 具体化、実行、結果の反映 （PDCAの遂行）

個人名 個人名

個人名 個人名

個人名 個人名

個人名 個人名

個人名 個人名

個人名 個人名個人名

個人名

個人名

個人名

個人名

個人名

個人名



安全活動 機会 変化への対応

12

手順 有

半年以上未実施

定常作業

非定常作業
無

改訂・変更 変更管理

人・物（原材料・副資材）・設備

作業

法・規定・ルールへの対応

内部要因

外部要因 製品安全

保安防災
労働安全衛生

• 日常作業での作業者自身の気付き
• 管理者による指示
• 定例会議によるピックアップ
• トラブルへの対応・是正
• 環安・品証情報
• AK本体情報

各種チェック
• 法対応チェック
• 製品安全チェック
• サンプル出荷チェック
• 該非判定
• ・・・・・

適切な対応

有事・トラブル

作業者の気づきや管理者指示、法規制変更やトラブル対応など、あらゆる変化を安全活動の機会として捉えている。
定常・非定常の区分と変更管理を通じて、リスクを確実に抽出し、適切な対応を行っている。

機会：変化をとらえて適正化



安全活動 機会 変化への対応 非定常・変更管理（統合案）
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機会：変化をとらえて適正化

非定常作業と変更管理を、変化に伴うリスクを抜けなく抽出・低減する共通プロセスとして整理。

非定常管理 変更管理

作業手順
明確化

現場環境・
状態確認

作業リスク
評価

対策・
フォロー

変更内容
整理

影響範囲
確認

事前審査・
承認

実施後
確認

作業手順・現場状態を明らかにし、現状対策を踏まえてリスクレ
ベルを評価。

人・条件・設備などの変更を事前に整理し、影響範囲を確認して
承認・実行・確認へつなげる。

共通アウトプット リスク抽出

潜在リスクを見える化

対策具体化

作業前に必要対策を決定

記録・共有

関係者へ共有し再発防止
へ



立地リスクの
認識、共有化
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立地特性に起因するリスクを、ハザードレベル・発生確率・予見性の観点で整理し、潜在リスクを明確化している。
その結果を旭化成本体、AFC全社、従業員へ共有し、組織的なリスク低減につなげている。

安全活動 機会 変化への対応 有事への対応
機会：変化をとらえて適正化



安全活動 機会 変化への対応 有事への対応
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排水異常訓練公設合同消火訓練 実火消火訓練

暗中煙体験 地震避難訓練

実体験による
対応力向上

VR体験訓練

機会：変化をとらえて適正化



トラブル
対応
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製造所長 環安課長
設備管理
部の課長

該当部署課長 係　長 職長 作成者

件 名

発 生 部 場

総　合 ｐｐｍ 地区１ ｐｐｍ
地区２ ｐｐｍ 地区３ ｐｐｍ

【原因】 EZT1、2工程で取り扱う強酸性の反応液から発生する酸性ガスにより腐食した。・ 反射的　　　・ 作業スペースが狭い  ・兆候見逃し     ・予測不測

行　　動

反省点

・錯覚  ・自己過信（確認手抜き）

・ 無意識状態　 　・ 安全規則の軽視  ・セクショナリズム

・ 二度手間を嫌う　　・ 忘れやすい ・誤判定  （点検、確認ミス）　　　

・ 一時集中　　・ 作業姿勢が悪い　　　 ・経験の固着　　・意思疎通不足

フロー図

ベント配管はケミフロー製だが、フレームアレスタは
SUS製の為、定期交換等を検討しておけば良かった。

職長からの
処置指示事項

発生直後の処置

当該液垂れ箇所を拭き取り確認するとピンホール箇所
は径約3mmほどであったため、応急的にベルゾナで補
修した。→後にベルゾナが固化する前に再び液垂れ。
継いで液垂れ箇所は応急処置：ベルゾナ塗布＋耐火
パテ塗布しゴムバンドで落下防止措置
⇒　漏れなし
⇒　同型のフレームアレスターを見積中
⇒　テフロンシールテープで巻いた後にゴムチューブで
巻いて固定。

係長からの
指示事項

盲点パターン

判　　断

・ 待てない　　　  ・ 間に合わせ

環安課長
コメント

液だれに気付いたのは、日頃の安全意識の賜物です。今後も継続下さい。また、
被液に至らなかったのは、不幸中の幸いです。
①応急処置では再度ピンホールが発生する可能性があるので、付近で作業の際
は注意下さい。フレームアレスタは、2018年8月22日に提出した危険物製造所変更
許可申請で、３つの安全対策の１つとして新設され、最初から横置きでした。②取
替の際は、液溜りが無いように縦置きを検討下さい。

⑤ 損失金額：

職長
コメント

（検討事項）

製造所長
コメント

早期発見・対応ありがとうございます。エチクロゼート生産終了まで応
急処置及び、状況確認で対応し、生産終了後に設備休止及び、フレー
ムアレスタ部処置お願いします。

類似ﾄﾗﾌﾞﾙ
防止横展
開指示

有

無

製造課長
コメント

液垂れ確認後、すぐに報告有難うございます。
当該部品は金属製なのでピンホールが起こってもおかしくはない状況
でありながら対策を取らなかった事を反省しています。
酸性ガスが発生する2工程は残り4バッチですので、液垂れの応急処
置を施して工程継続を考えています。

係長
コメント

エチクロゼート2工程で水素ガスが発生する為、フレームアレスタを設置しています。配
管内は窒素置換しており酸素濃度測定を行っており、3K-203を水封槽として使用し安
全対策が4重となっております。（フレームアレスタ、窒素封入、酸素濃度計、水封槽）
更新を行いたいところですが、2工程目終了後となりますので今回は見送り、3重の安全
対策で工程継続を行います。

４又は２段
階解析指
示

②

排水異常　：　　無 　・　 有 　　AFC柵外へ流出  ：　無　・　有

有り，無し
・エチクロゼートR-75の2工程の晶析ろ過中に TOC　 　

ｐH * 105㎥　緊急ﾋﾟｯﾄ使用　無　・　有　（　　　　　㎥）
設備管理

部
（保全，計
装）コメント

フレームアレスタは応急補修の為、再度液だれが発生する可能性がありますの
で、フレームアレスタの下部を立入禁止にする等の措置を実施して下さい。
更新時は材質や保全周期等の見直し含めて実施ください。③ 大気臭気異常：　無　・　有　（ 臭気の種類　　　　　　　　　　　　　　）

発 生 日 時 2025年　　7月 　　 10日　　　　1時　　　　　0分 経験年数 5年　　     　　　3ヶ月

状　　況

場　所
（･･･で）

作　業
（･･･している時）

物・環境
（どういう物・

環境で）

原因
（･･･したため）

結果
（･･･した）

添付資料

有　・　無

・3工場2Fで
被
害
状
況

(

部
場
毎
設
定

)

①

保主への連絡 2025年　　7月 　　 10日　　　　7時　　　　30分 　対策会議　　　　　　有　　　　　無

工程停止　：無　・　有（　　　Hr） 部分停止 ： 無　・　有（　　　Hr）　

④ 騒音異常：　無　・　有　（　　　　　　　　ｄB　； 測定点　　　　 　　　　）

・EZTの1、2工程では強酸性の反応液を取り扱うので酸
性ガスや発生する水素の逆火防止のためフレームアレ
スタを経由して排気する。

・酸性ガスがSUS製のフレームアレスタを少しづつ腐食
させ、ピンホールの発生まで至ったと考えられる。

・3K-203前の床に黒い液だれがあることに気づき、液
だれの上を確認するとベント配管に設置されているフ
レームアレスタ下部から黒い液体が垂れていた。
（ピンホール自体は発見時より以前に発生していた可
能性がある。）

部場様式-1-１　   ＡＦＣトラブル・ﾋﾔﾘ（ 重大 ・ HHK ） 報告書 災害（トラブル） 登録No.　  （　　　　　　　　　　　　） 改訂 : 2020.07.01

＊職長への提出は即日実施　*回覧/一週間以内 ﾋﾔﾘ（重大・HHK）登録No.　　（　 　 　25-X03  　　）

3工場フレームアレスタピンホール発生 分 類 品 質 ・ 設 備 ・ 人 ・ 環 境 （ 排 水 ・ 大 気 ・ 臭 気 ・ 騒 音 ）

エチクロゼート 勤続年数 8年　　　　     　9ヶ月

ピンホールが発生したフレームアレスタ 3工場2F

'25.07.11'25.07.14'25.07.14'25.07.14'25.07.24'25/07/24

異常ヒヤリ報告書

Step-1異常ヒヤリ発生時に報告書を作成し、初期段階での迅速な状況
共有を図る

１．件名 25-X0 ﾌｫﾛｰ完了

２．発生日時 工場長 環安責任者 当該部・課長 環安責任者 当該部・課長 工場長 環安責任者 当該部・課長 工場長 環安責任者 当該部・課長

（完了）

３．発生場所

　１ 　 　 　　　　 　　　 　　　 　　　対策実施者 完了期日

進捗状況 進捗状況 進捗状況

①
応急処置の実施（ベルゾナ
塗布＋耐火パテ塗布し、ベ
ルト巻きで落下防止処置）

即日実施済
（完了）

② 取替 （完了）

コメント コメント コメント

進捗状況 進捗状況 進捗状況

① 7/16発行の指示書の厳守 エチクロメンバー全員
終結まで
（完了）

コメント コメント コメント

進捗状況 進捗状況 進捗状況

① 職場会議で周知 吉岡 7月25日

コメント コメント コメント

３ケ月後２ケ月後

2025年10月7日 2025年11月4日
再発防止対策事項

2025年　　7月 　　 10日　　　　1時　　　　　0分

人
結
果

①8/4現在、液垂れなし。

②8月中に納品予定。
→8/6に9/19納品との回答有り。

災
害
発
生
時
の
概
要

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ後の再発防止対策 １ケ月後

工場長

該 当 部・課 の 再 発 防 止 対 策 事 項
2025年8月5日 2025年9月2日

3工場フレームアレスタピンホール発生

①9/2現在、液垂れなし。

②納品待ち。
②10/17に取替実施済。
⇒　完了設

備
結
果

管
理

結
果

①7/16製造指示書の周知済。
⇒　完了とする。

①10/7現在、液垂れなし。

②10/17に自係で取替予定。

'25.08.05 '25.08.05'25/08/18 '25.09.02 '25.09.02'25/09/10 '25.10.06'25/10/16 '25.11.04'25.10.07
'25/11/04

'25/11/04

'25.11.04

Step-2 対策立案とフォロー状況を毎月確認（是正処置、予防措置）

安全活動 機会 変化への対応 有事への対応
設備・品質等のトラブル発生状況をいち早く共有し、発生原因の解析から応急・恒久処置の立案、対策完了までを確実にフォローしている

機会：変化をとらえて適正化

個人名 個人名 個人名 個人名 個人名 個人名 個人名

個人名 個人名 個人名 個人名 個人名 個人名 個人名 個人名 個人名 個人名 個人名 個人名



大阪開発センターの強みを生かした安全活動
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大阪開発センターでは、DXに長けたメンバーの知見を活かし、安全活動のシステム化を推進している。
異常ヒヤリ報告や現場データ、作業者の健康状態などを自動で可視化・通知する仕組みを構築することで、異常の見逃しや
対応遅れを防止し、迅速な初動対応と類似災害の防止につなげている。
異常ヒヤリ報告書
過去事例を発生月に自動で振り返り、未読者へのア
ラートを行うことで、類似災害の防止につなげている。

記録計遠隔表示
現場パネルの状況を見える化し、異常値発生時には事務所での
監視およびメール転送による即時把握を可能としている。

熱中症予防アプリ
作業前チェックや休憩状況の入力結果を一覧化し、「いい
え」がある場合は管理者へ自動でチャット通知を行うことで、
見逃しを防止している。

異常通報システム
夜勤少数勤務時の倒れコールや、環
境異常（pH、TOC）発生、自動
水門シャット作動時の情報を、登録
者へショートメールで即時発信し、迅
速な初動対応につなげている。



最後に、今後に向けて決意と、安全文化の継続的向上
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安全活動の目的を見失わず、現場変化への対応、力量管理、全員参加を大切にし
ながら、安全文化の継続的な向上に取り組んでいく。
 目的と手段の切り分け ：活動計画の立案・遂行や、非定常作業の作成・実施は、手段であり目的ではない。実
行結果を振り返り、目的の達成度を評価し、次年度や次回の計画へ確実に反映する。［PDCAの遂行］

 現場は常に変化 ：現場環境（季節、稼働状況、設備コンディション、人員配置など）は常に変化する。机上だ
けでなく現場での確認を必ず行う。［三現主義］

 知識は重要 ：「知らない」では済まされない。適切な教育を行い、必要な知識と力量を持った人が作業に従事す
る。［力量管理］

 「ケガと弁当は自分持ち」はもはや通用しない ：安全は自己責任ではなく、管理者・作業者それぞれの立場で責
任を果たすもの。全員参加の安全活動を徹底する。［全員参加］

 安全にOJTは無い ：「やって覚える」ではなく、「覚えたから実行できる」の順。事前教育を確実に行い、安全を作り
込む。［事前教育］



ご清聴ありがとうございました
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